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近藤益雄の知的障害教育実践における自立観の検討
一社会的適応と自己実現の統一を手がかりとして一 
Examining Sel f-Independence in the Educational Practices of Ekio Kondo:




える思想について検討した。 自立について検討する際には、 社会的適応と自己実現という二軸を設定し、 近藤の教育実践
の特徴である生活綴方教育、 生活指導、 「教室文化」 概念、 労働観という四点において、 これら二軸がどのように捉えら
れていたのかを整理し、 近藤の教育実践における自立観について論考した。 その結果、 近藤の実践においては、 現にある
社会の中でのみ子どもの生きる道を見出そう とするのではなく、 抗議や奉仕という形で、 社会に対して発言し、 社会をよ
りよくする担い手であると捉えられていることが明らかとなった。 
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I 問題と目的







た研究' ) 、 障害児教育の思想について検討した研究2 ) 、
学力保障について検討した研究3 ) 、 教育課程について検
討した研究4) 5)、 生活綴方について分析した研究6) 7) 
などがある。
近藤の知的障害児教育実践の歴史的な意義について、















であろう。 そこで、 本論では、 社会的適応と自己実現と





生活指導、「教室文化」 概念、 労働観という4 つの観点




近藤の思想と実践のあらましを、 「近藤益雄思想 ・ 実
践構造図」 と して図1 に示した。 図1 の作成にあたって
は、 清水9) '°) を参考にした。 図1 では上半分が思想、
下半分が実践を示している。 また、左半分に戦前の生活
綴方教育を、 右半分に戦後の障害児教育をおいた。 なお、





あった。 戦前においては、 三つの願いは、 より具体的に
は 「人間的願いを大切にする」 という思想であった。 そ
して、 その思想は、 生活綴方教育によ って実践され、
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図 近藤益雄の思想及び実践構造図
障害児教育においては、 三つの願いは、 「人のねう ちを
等しいものとする」 という思想であった。 その思想を保
障するために近藤が行った教育は、 生活教育であった。 
それは、 近藤の特殊学級 「みどり組」 のスローガン 「な
かよく、 はたらく」 に端的に示されている。
近藤の戦前と戦後の実践を解く鍵概念は、 「生活 ・ 労
働」 と 「友情を組織する」 という ものである。 これは、
戦前では、 綴方を中心にして指導された。 子どもは、 自
分自身や父母、 地域の生活や労働を綴方に書く。 それを
学級で読みあい、 話し合う ことによって、 生活や労働を
より良いものにしていく とともに、 友情を組織した。 戦
後の障害児教育においては、 生活、 労働そのものが生活、
労働のための学習であった。 また、 学習指導、 生活指導、






近藤は、 生活教育を 「教材を生活から求め、 それを勉
強し、 さらにそれを生活の中にとかしこむ仕事」' ') と し
た上で、 生活教育における綴方教育の役割は、 「生活を
みる眼 すなわち生活を考える力」'2) を養う ことである
とした。 近藤においては綴方教育とは、 子どもを生活者
とみなす立場から、 子どもに、 自身を取り巻く生活を、
ただあるものと して漫然と見るのではなく、 対象と して
意識して捉えさせ、 それについての考えを推し進めさせ
るためのものであったといえる。
一方、 戦後の障害児教育においては、 「綴方は、 まず

































思える。 では、 戦後における綴方教育とは、 どのよう な
ものだったのだろう か。
近藤は、 綴方の手始めとして、 観察の学習を重視した。 
近藤は、 まず、 見て話す練習からはじめさせる。 見て話
す練習とは、 実物、 絵、 動的なもの、 静的なものを、 瞬
間的に見せたり、 継続的に見せたり して、 それについて




て、 見て話す練習を経て、 見て書く練習が行われる。 見
て話す、 見て書く といつた観察の学習は、 「よく みるこ






ていこう と私はつとめてきた」'7) のだという。 観察の学
習は、 綴方を書く ことはできても、大雑把な見方、固定









「学級に、 学校に、 家庭に、 子どもたちの生活の場は
ずい分ひろい。 そして生活経験もほかの子ども同様にか





ういう子どもたちのぼんやり を、 私たちはどう したらはっ











でさえ、 言葉、 観察力だけでなく、 生活への態度や姿勢
を育てよう とした。 何かを綴ることができるという こと
自体が、 生活への意欲的な態度を意味していた。
(2) 考える綴方





ばかり」'9) を取り上げてかく子どもたち。 そして、 とて
も 「生活をひきあげるな どという よ う なものではな
い」2°) 綴方。 このような子どもたちの綴方を 「考える綴
方」 へ引き上げることには大変な難しさがあった。
では、 近藤はその課題をどのように解決しよう と した
のだろうか。 近藤が子どもの抱える 「問題を生活の中か
ら発見してやってそれについて綴方をかかせることにし
た。」2') という。 例えば、 母が居らず寂しい思いをして
いる子どもには 「おかあさん」、 短気者の父を持ち、 い
つもびく びく している子どもには 「おとう さん」、 う そ
をついた子どもにはそのうそについて、 という題を与え
て、 綴方を書かせる。 このよう な題は、 「子どもがつい
気づかずに、 とりにがしている、 その子どもに切実な問
題」22) であるという。 そして子どもが与えられた題で綴







に、 あるいはそれ以上に、 何が問題であるかという こと
を発見することが重要である。 近藤の場合は近藤が子ど
ものもつ問題を考え、 与えている。 この点について近藤







近藤は子どもの綴方を 「わかる綴方」 から 「考える綴
方」 へ引き上げるために、題を提示するという方法をとっ
た。 では、 このよう な方法で実践された 「考える綴方」




もってきてく れた。 子どもたちはその美しいいろに、 い
たく食欲を刺激されたらしく、 こっそりそのガラスのび
んにさ した枝から、 実をぬすんでたべるものがいた。/ 
みんなでよ く話し合いをして、 カ ヨがもってきたのは教
室をきれいに飾るためであること、 そして明日になった
ら、 みんなでわけてたべよう という ことを、 約束したが、
やはりそれはなかなか守られなかった。 やっぱりその日
の放課後になったら、 ぐみもにわうめもなく なっていた。 
そしてそれをたべたのは、 秋江、 和子、 礼子の三人だと
















近藤の戦後の生活綴方では、 まず 「わかる綴方」、 そ
して 「考える綴方」 にすることが目標として設定された。 
「わかる綴方」 とは、「いわば物の用に立つ」 という目標













されていた。学習指導については、教科学習 ・ 生活学習・ 
基礎学習それぞれについて、 湯浅27) が詳細に検討して
いる。 ここでは、 湯浅の検討をもとに、 学習指導の要点
のみを述べるに止めたい。 教科学習 ・ 生活学習 ・ 基礎学
習は、 それぞれ固有の方法で学習能力 ・ 認識能力の育成
のための指導が行われた。 しかし、 それらの目的は独立
して立てられていたのではなく、 子どもの現実から導き
出された、 生活と結びついた目的であった。 また、 獲得
された諸能力は、 学習場面に止まることなく、 現実の生
活へ生かされることによって、 意味をなすものと考えら
れた。 一方、 生活指導は、 健康指導 ・ 性格指導 ・ 身辺自
立指導が、学校行事・ 学級行事・ 教科外活動といった具
体的な場面に即して直接的に指導される場であった。 生
活指導は、 1 . 治療教育、2 . 矯正教育、3 . 健康教育
と身辺自立の教育、4 . 集団教育、 5 . 共同生活の教育
という段階で!螺旋状にすすめられてゆく。 この螺旋状段












では、 以上のよう な性格をもつ生活指導はどのよう な





であり、 子どもが 「ほんとうに生きる教室」29) でなけれ





子どもは、 どう しても強い劣等感をもつ。 そして、 その
よう な子どもは自分ひとりの世界に、 と じこもり、 やが
ては 「石」 になってしまう。 「あかるい教室」 は、 この
よう な子どもを救う ための 「温室」 の役目を果たすもの
と考えられた。
では、 「あかるい教室」 にするために、 近藤は具体的
にどのよう な方法をと ったのだろう か。 他の組の子ども
が教室の前を通るだけでおちつきを失い、 学習どころで
はなく なる子どもたちを前に、 「この子どもたちをおち
つかせるためには、 はじめは、 どう しても、 この教室を
そととたちきった社会にしなく てはならないのは、 しか




また、 「あかるい教室」 は、 「子どもの考えがとりいれ
られ、 子どもの求めると こ ろにぴったり あう よう に工
夫」3') されなければならないと言う。 そして、 例えば、
子どものごっこ遊びについて、 近藤は 「それぞれ、 自分
ののぞむ位置があたえられ、 それによって、 おとなの生
活のまねごと」 が行われており、 それを 「子どものほん
とう の心ののぞみが、 そこにあらわれている」32) と理解
する。 そして、 ままごとなどの集まり を、 学習グループ
や生活グループと して生かした。
近藤がままごとなどの集まり を学習グループや 生活




うに、 子どもを劣等感から解放し、 子どもに、 自分は人
間として大切にされねばならないこと、 また、 人間と し
ての要求をもつことに気付かせることにより、 「人間と
しての自覚」 をもたせよう と したと考えられる。
(3) 抗議について33)
近藤は 「悪への抵抗や抗争のできる」 子ども、 「弱い
ものい じめどこ ろか、 弱いもののために、 たたかい得
る」34) 子どもを育てることを日指した。 抵抗すべき時に
は周囲に対して抵抗の出来る、 主体性のある子どもを育
てよう と したのであった。 では、 「悪への抵抗や抗争の
できる」 子ども、 「弱いものいじめどこ ろか、 弱いもの
のために、 たたかい得る」 子どもに育てるために、 近藤




をもらうのに、 小使いの人に 「みどり組だけたい」 と小
近藤益雄の知的障害教育実践における自立観の検討
言を言われ、 悔しかったという怒りの詩をある子どもが
書いてく る。 近藤はその詩を取り上げ、 学級のみんなに
読ませ、 「なぜ湯をもらいにいく と、 こ ごと をいわれる
のか」、「やかん1 ぱいの湯をもらうのは、 ぜいたく なこ
とか」、「もらう とき、 ちゃんとわけをいってもらってい




近藤は、 怒るという ことについて、 次のよう に述べて
いる。 「怒らせ、 なげかせ、 そのこ とについて子どもに
考えさせるのです。 『怒るな』 とおさえるのでなく 「な
げく ものでない」 とただあきらめさせるのでなく 、 『な
ぜ怒るのか』 『怒るよう なこと をしたり、 いつたりする






みどり組の教育は、 普通学級において 「石」 になるこ
とによって適応してきたとも言える子どもたちの精神を
解放することから始められた。 近藤は、 社会に適応する




3 . 「教室文化」 概念に注目して
(1) 戦前の 「教室文化」
近藤の戦前の教育実践の特徴として、 「教室文化」 概
念を挙げることができる。 近藤の 「教室文化」 は、 どの
よう な性格をもつものであったのだろうか。 「教室文化」
は、 以下に述べる三点により特徴づけられると考える。
「教室文化」 は、 綴方指導を基礎として行われ、 学級文
集や壁新聞が作成された。 また、 学芸会や誕生会も行わ




た」38) と しているよう に、 修身のにおいのするものであっ









まり、 「教室文化」 は国家の意思伝達の役割を担う とい
う点に第一 の特徴がある。
第二の特徴は、 友情を組織する役割を担う という点で
ある。 例えば、 「修身、 自信の勉強」4°) では、 子 どもに














うのである。 そして 「地方文化の開発」 のために近藤が
行ったことが、 「教室文化」 の実践であった。 したがっ
て、「教室文化」 は、「村の文化の、 国民文化の正しい苗
床」 として、 教室の中に止まらず、 家庭へ、 地域へ出て




戦後においては、 近藤は 「教室文化」 という言葉を用
いて自身の実践を説明してはいない。 では、 戦前の 「教
室文化」 は戦後においてどのよう な発展を遂げたのだろ
うか。 戦前の 「教室文化」 の三つの特徴に沿って見てい
きたい。
筆者は、 「教室文化」 の第一の特徴を、 国家の意思伝
達の役割を担っていたことであると述べた。 国家の意思
伝達とは、 つまり、 戦争への加担という ことであった。 
清水42) は、 近藤が 「生活綴方教育と精薄児教育との連
関性へ進んでいった、 より直接的な動機 ・ 理由」 の第一 







れているもののなかで、 最も重要なもの」 は、 「労働を
媒介とする民主的な集団づく りの思想と、 そのための教





近藤は現実社会に対する認識を、 次のよう に述べた。 
現実は 「この社会の文化がまだひく」44) く 、 「人間はひと
しく たいせつにされねばならぬことの、 わからないひと
が、 この社会にかなりいる」45)。 それは、 近藤の教え子
が、 社会の人にばかにされたり、 軽んじられている現実




とが、 教育の根であり、 基でもあるわけです。 文化とは
いつたい何であるか。 そんなむずかしいことは、 今の私
には、 よく わかりません。 ただ人間が人間を大せつにし
人間が人間を愛することを、 社会のすべての人たちが人
間の責任として、 道を正しく行うように、 なること、 そ
れを文化とよびたいのです。」46)。 このよう な現実と理想
の社会観に支えられた教育観が、「文化を一歩でも高め、
ーだんでもひきあげてゆく こ と」47)、 つまり、 理想の社
会の実現のために、 社会を変えていく ことであった。



































まもられなく てはならぬ人たち。/そう である時、 この
子どもたちは働く ことがすきで、 上手でなく てはならな
い。/ 働く ことによって自分の生命をたもち、 働く こと
によって、 他人からの信頼と親愛とを得なく てはならな
い。」48)。 近藤は、 他者と仲良くすることなしに、 社会の
中で子どもたちは生きていく ことができないと考えてい
た。 そして、 労働は、 他者からの信頼と親愛を得るもの
と考えた。 つまり、 近藤において労働とは、 社会の中で
子どもたちが自分の位置を占めるためのものでもあった。
清水49) は、 みどり組のスローガン 「なかよ く はたら
く」 を、 「労働を媒介とする民主的な集団づく り」 と読
みかえ、 労働による集団づく りを強調した。 「なかよく
はたらく」 は、 近藤がみどり組の中でその力を付けよう
としたという意味では、 清水が言うように、 みどり組の

















消したこと、 などを挙げている。 みどり組の労働は、 子





























された。 労働は将来 「働いて飯を食う」 ためのものであ













ができる」 社会をつく りだしていく ことが目指された。
さらに、 自分のためだけに生きるのではなく 、 社会に
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